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１【臨時報告書の訂正報告書の提出理由】

　当社は、平成28年７月14日開催の取締役会において平成29年６月１日を目処に、会社分割（吸収分割）の方法に

より持株会社体制に移行すること及びこれに向けて平成28年９月上旬に分割準備会社として当社100％出資の子会社

を設立することを決議し、金融商品取引法第24条の５第４項及び企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項

第７号の規定に基づき、臨時報告書を提出いたしました。

　その後、平成28年９月15日付で分割準備会社を設立しましたので、金融商品取引法第24条の５第５項の規定に基

づき、臨時報告書の訂正報告書を提出し、平成29年２月10日付で吸収分割の相手会社の商号、本店の所在地、代表

者の氏名、資本金の額を決定しましたので、金融商品取引法第24条の５第５項の規定に基づき、臨時報告書の訂正

報告書を提出いたしました。

　今般、当社は、平成29年４月14日開催の取締役会において、平成29年６月１日を吸収分割の効力発生日とする吸

収分割契約書の締結を承認することを決議し、未決定事項について決定いたしましたので、金融商品取引法第24条

の５第５項の規定に基づき、臨時報告書の訂正報告書を提出するものであります。

 

２【訂正事項】

２　［報告内容］

　(1)吸収分割の相手会社に関する事項

　(3)吸収分割の方法、吸収分割に係る割当ての内容その他の吸収分割契約の内容

　(4)吸収分割に係る割当ての内容の算定根拠

　(5)吸収分割の後の吸収分割承継会社となる会社の商号、本店の所在地、代表者の氏名、資本金の額、純資産の

額、総資産の額及び事業の内容

 

３【訂正内容】

　訂正箇所は、下線を付して表示しております。

 

（訂正前）

(1)吸収分割の相手会社に関する事項

①商号、本店の所在地、代表者の氏名、資本金の額、純資産の額、総資産の額及び事業の内容

＜木材事業、住宅事業の吸収分割＞

商号 株式会社テーオーフォレスト

本店の所在地 北海道函館市中島町38番８号

代表者の氏名 代表取締役社長　福岡　孝夫

資本金の額 100百万円

純資産の額 未定

総資産の額 未定

事業の内容 本件吸収分割前は事業を開始しておりません。

 

＜流通事業（百貨店事業）の吸収分割＞

商号 株式会社テーオーデパート

本店の所在地 北海道函館市梁川町10番25号

代表者の氏名 代表取締役社長　和泉　日路志

資本金の額 100百万円

純資産の額 未定

総資産の額 未定

事業の内容 本件吸収分割前は事業を開始しておりません。

 

＜流通事業（ホームセンター事業）の吸収分割＞

商号 株式会社テーオーリテイリング

本店の所在地 北海道函館市西桔梗町589番124号

代表者の氏名 代表取締役社長　西谷　英樹

資本金の額 100百万円
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純資産の額 未定

総資産の額 未定

事業の内容 本件吸収分割前は事業を開始しておりません。

 
＜介護保険施設等ケアサービス事業、健康増進施設運営事業の吸収分割＞

商号 株式会社テーオー総合サービス

本店の所在地 北海道函館市港町１丁目17番８号

代表者の氏名 代表取締役　松本　清和

資本金の額 50百万円

純資産の額 173百万円（平成28年３月31日現在）

総資産の額 428百万円（平成28年３月31日現在）

事業の内容
損害保険代理業、生命保険の募集に関する業務、事務用品、オフィス用

品の販売業、自動車リース業務・割賦販売業務、駐車場の経営

 

（中略）

 

 

(3)吸収分割の方法、吸収分割に係る割当ての内容その他の吸収分割契約の内容

①吸収分割の方法

　当社を分割会社とする会社分割（吸収分割）により、分割する事業等を当社が100％出資する子会社である

分割準備会社及び株式会社テーオー総合サービスに承継する方法を予定しております。

②吸収分割に係る割当ての内容

　未定です。

③吸収分割の日程

分割方針決定及び分割準備会社設立承認取締役会 平成28年７月14日

分割準備会社の設立 平成28年９月15日

吸収分割契約承認取締役会 未定

吸収分割契約締結 未定

吸収分割の効力発生日 平成29年６月１日　（予定）

（注）本件吸収分割は、当社においては会社法第784条第２項に定める簡易分割であり、株主総会の承認を得

ることなくこれを行うことを予定しております。

④その他の吸収分割契約の内容

　未定です。

 

(4)吸収分割に係る割当ての内容の算定根拠

　未定です。

 

(5)吸収分割の後の吸収分割承継会社となる会社の商号、本店の所在地、代表者の氏名、資本金の額、純資産の

額、総資産の額及び事業の内容

商号 テーオーフォレスト＆ハウス株式会社（予定）

本店の所在地 北海道函館市港町３丁目18番15号

代表者の氏名 未定

資本金の額 10百万円

純資産の額 未定

総資産の額 未定

事業の内容 木材事業、住宅事業
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商号 テーオーデパート株式会社（予定）

本店の所在地 北海道函館市港町３丁目18番15号

代表者の氏名 未定

資本金の額 10百万円

純資産の額 未定

総資産の額 未定

事業の内容 流通事業（百貨店事業）

 

商号 テーオーリテイリング株式会社(予定)

本店の所在地 北海道函館市港町３丁目18番15号

代表者の氏名 未定

資本金の額 10百万円

純資産の額 未定

総資産の額 未定

事業の内容 流通事業（ホームセンター事業）

 

商号 株式会社テーオー総合サービス

本店の所在地 北海道函館市港町１丁目17番８号

代表者の氏名 代表取締役　松本清和

資本金の額 50百万円

純資産の額 未定

総資産の額 未定

事業の内容

損害保険代理業、生命保険の募集に関する業務、事務用品、オフィス用品の販

売業、自動車リース業務・割賦販売業務、駐車場の経営、介護保険施設等ケア

サービス事業、健康増進施設運営事業

 

なお、本報告書記載の未定事項につきましては、決定があり次第、本報告書の訂正報告書を提出いたします。

 

以上
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（訂正後）

(1)吸収分割の相手会社に関する事項

①商号、本店の所在地、代表者の氏名、資本金の額、純資産の額、総資産の額及び事業の内容

＜木材事業、住宅事業の吸収分割＞

商号 株式会社テーオーフォレスト

本店の所在地 北海道函館市中島町38番８号

代表者の氏名 代表取締役社長　福岡　孝夫

資本金の額 100百万円

純資産の額 100百万円（平成29年４月14日現在）

総資産の額 100百万円（平成29年４月14日現在）

事業の内容 本件吸収分割前は事業を開始しておりません。

 

＜流通事業（百貨店事業）の吸収分割＞

商号 株式会社テーオーデパート

本店の所在地 北海道函館市梁川町10番25号

代表者の氏名 代表取締役社長　和泉　日路志

資本金の額 100百万円

純資産の額 100百万円（平成29年４月14日現在）

総資産の額 100百万円（平成29年４月14日現在）

事業の内容 本件吸収分割前は事業を開始しておりません。

 

＜流通事業（ホームセンター事業）の吸収分割＞

商号 株式会社テーオーリテイリング

本店の所在地 北海道函館市西桔梗町589番地124

代表者の氏名 代表取締役社長　西谷　英樹

資本金の額 100百万円

純資産の額 100百万円（平成29年４月14日現在）

総資産の額 100百万円（平成29年４月14日現在）

事業の内容 本件吸収分割前は事業を開始しておりません。

 
＜介護保険施設等ケアサービス事業、健康増進施設運営事業の吸収分割＞

商号 株式会社テーオー総合サービス

本店の所在地 北海道函館市港町１丁目17番８号

代表者の氏名 代表取締役　松本　清和

資本金の額 50百万円

純資産の額 173百万円（平成28年３月31日現在）

総資産の額 428百万円（平成28年３月31日現在）

事業の内容
損害保険代理業、生命保険の募集に関する業務、事務用品、オフィス用

品の販売業、自動車リース業務・割賦販売業務、駐車場の経営

 

（中略）

 

(3)吸収分割の方法、吸収分割に係る割当ての内容その他の吸収分割契約の内容

①吸収分割の方法

　当社を分割会社とする会社分割（吸収分割）により、分割する事業等を当社が100％出資する子会社である

分割準備会社及び株式会社テーオー総合サービスに承継する方法を予定しております。
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②吸収分割に係る割当ての内容

　承継会社である株式会社テーオーフォレスト、株式会社テーオーデパート、株式会社テーオーリテイリング

及び株式会社テーオー総合サービスは、分割に際して普通株式をそれぞれ１株発行し、これをすべて分割会社

である当社に割当て交付します。

③吸収分割の日程

分割方針決定及び分割準備会社設立承認取締役会 平成28年７月14日

分割準備会社の設立 平成28年９月15日

吸収分割契約承認取締役会 平成29年４月14日

吸収分割契約締結 平成29年４月14日

吸収分割の効力発生日 平成29年６月１日　（予定）

（注）本件吸収分割は、当社においては会社法第784条第２項に定める簡易分割であり、株主総会の承認を得

ることなくこれを行うことを予定しております。

④その他の吸収分割契約の内容

　当社と各吸収分割承継会社が平成29年４月14日に締結しました吸収分割契約書の内容は、次のとおりであり

ます。
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　a）当社と株式会社テーオーフォレストとの吸収分割契約の内容

 

吸収分割契約書

 

株式会社テーオー小笠原（以下「甲」という。）と株式会社テーオーフォレスト（以下「乙」という。）は、甲が

その木材事業および住宅事業（以下「本件事業」という。）に関して有する権利義務を乙に承継させる吸収分割（以

下「本件分割」という。）に関し、次のとおり吸収分割契約（以下「本契約」という。）を締結する。

 

第１条（吸収分割）

甲は、本契約に定めるところに従い、吸収分割の方法により、甲が本件事業に関して有する権利義務を乙に承継さ

せ、乙はこれを承継する。

 

第２条（当事者の商号及び住所）

本件分割にかかる、吸収分割会社と吸収分割承継会社の商号及び住所は次のとおりである。

（甲）吸収分割会社

　　　　商号：株式会社テーオー小笠原

　　　　住所：北海道函館市港町３丁目１８番１５号

（乙）吸収分割承継会社

　　　　商号：株式会社テーオーフォレスト

　　　　住所：北海道函館市中島町３８番８号

 

第３条（承継する権利義務等）

１　本件分割により甲から乙に承継する資産、負債、雇用契約その他の権利義務（以下「本承継対象権利義務」と

いう。）は、別紙「承継権利義務明細」記載のとおりとする。

２　前項の規定による甲から乙への債務の承継については、すべて重畳的債務引受の方法によるものとする。ただ

し、この場合における甲乙間の最終的な債務の負担者は乙とし、当該承継する債務について、甲が履行その他の

負担をしたときは、甲は乙に対しその負担の全額について請求することができるものとする。

 

第４条（効力発生日）

本件分割がその効力を生ずる日（以下「効力発生日」という。）は、平成２９年６月１日とする。ただし、手続進

行上の必要性その他の事由により必要な場合は、甲及び乙協議の上、これを変更することができる。

 

第５条（本件分割に際して交付する金銭等）

乙は、本件分割に際して、乙の普通株式１株を発行し、そのすべてを甲に対して交付する。

 

第６条（乙の資本金及び準備金等の額）

本件分割により、乙の資本金、資本準備金及び利益準備金の額は増加しないものとする。

 

第７条（吸収分割契約承認株主総会）

１　甲は、会社法第７８４条第２項に基づく簡易吸収分割の方法により、本契約につき同法第７８３条第１項に定

める株主総会の承認を受けずに本件分割を行うものとする。

２　乙は、効力発生日の前日までに、株主総会を開催し、本契約の承認及び本件分割に必要な事項の決議を求める

ものとする。

 

第８条（競業避止義務）

甲は、効力発生日後も、本件事業について、競業避止義務を一切負わないものとする。
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第９条（会社財産の管理等）

甲及び乙は、本契約締結後効力発生日に至るまで、善良なる管理者としての注意をもってそれぞれの業務の執行及

び財産の管理運営を行い、その財産及び権利義務に重大な影響を及ぼす行為を行う場合には、予め甲及び乙協議の

上、これを行うものとする。

 

第１０条（本契約の条件変更及び解除）

本契約締結後効力発生日に至るまでの間において、天災地変その他の事由により、甲又は乙の資産状態又は経営状

態に重大な変動が生じた場合若しくは法令に定める関係諸官庁等の承認が得られなかった場合その他本件分割の実行

に重大な支障となる事態が生じた場合又は本件分割の目的の達成が著しく困難となった場合には、甲及び乙協議の

上、本件分割の条件を変更し、又は本契約を解除することができる。

 

第１１条（その他）

本契約に定める事項のほか、本契約に定めのない事項その他本件分割に関し必要な事項については、本契約の趣旨

に従い、甲及び乙協議の上、これを決定するものとする。

 

本契約締結の証として本書を２通作成し、甲乙記名押印の上，各１通を保有する。

 

平成29年４月14日

甲：住　　　所　北海道函館市港町３丁目１８番１５号

　　　　　　　　　　　　　会　社　名　株式会社テーオー小笠原

　　　　　　　　　　　　　代表取締役　小笠原　康正　㊞

 

乙：住　　　所　北海道函館市中島町３８番８号

　　　　　　　　　　　　　会　社　名　株式会社テーオーフォレスト

　　　　　　　　　　　　　代表取締役　福岡　孝夫　㊞
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（別紙）

承継権利義務明細表

 

乙は、本件分割により、甲の本件事業に属する次に記載する資産、負債、契約その他の権利義務を甲から承継す

る。なお、承継する権利義務のうち資産及び負債については、甲の平成２８年５月３１日現在の貸借対照表その他同

日現在の計算を基礎とし、これに本件分割の効力発生日前日までの増減を加除した上で確定する。

 

１．承継する資産

（１）流動資産

本件分割の効力発生日において本件事業に属する現金及び預金、受取手形、甲及び乙間で別途合意する売掛

金、棚卸資産、その他流動資産のうち、甲から乙への承継が法令上可能であるもの。ただし、住宅事業における

棚卸資産、甲及び乙間で別途合意するもの及び「４．承継するその他の権利義務等」に掲げられている承継対象

外とされている契約に関するものを除く。

（２）固定資産

本件分割の効力発生日において本件事業に属する車両運搬具、工具器具備品、リース資産、投資、その他固定

資産のうち、甲から乙への承継が法令上可能であるもの。ただし、甲及び乙間で別途合意するもの並びに「４．

承継するその他の権利義務等」に掲げられている承継対象外とされている契約に関するものを除く。

２．承継する負債

（１）流動負債

本件分割の効力発生日において本件事業に属する甲及び乙間で別途合意する支払手形、買掛金、未払金、未払

費用、リース債務、その他流動負債のうち、甲から乙への承継が法令上可能であるもの。ただし、甲及び乙間で

別途合意するもの並びに「４．承継するその他の権利義務等」に掲げられている承継対象外とされている契約に

関するものを除く。

（２）固定負債

本件分割の効力発生日において本件事業に属する退職給付引当金、役員退職慰労引当金、長期未払金、長期

リース債務、その他固定負債のうち、甲から乙への承継が法令上可能であるもの。ただし、甲及び乙間で別途合

意するもの並びに「４．承継するその他の権利義務等」に掲げられている承継対象外とされている契約に関する

ものを除く。

３．承継する雇用契約等

（１）雇用契約

本件分割の効力発生日において本件事業に属するすべての従業員（契約社員等を含む）との間の雇用契約上の

地位及びこれらの契約に基づき発生した一切の権利義務。

（２）労使協定

本件分割の効力発生の直前において甲が本件事業に属するすべての従業員の代表との間で締結している労使協

定のうち同代表との間で承継対象として別途合意したもの。

４．承継するその他の権利義務等

（１）雇用契約以外の契約

本件事業に関して甲が締結した売買契約、取引基本契約、業務委託契約、請負契約、賃貸借契約、リース契約

その他本件事業に関する一切の契約に係る契約上の地位及びこれら契約に基づき発生した一切の権利義務。ただ

し、法令上承継が認められないもの、契約上承継できないもの、許認可等の再取得が必要なもののうち本件分割

の効力発生日までに必要な対応が完了できなかったもの、並びに甲及び乙間で別途合意する、甲が引き続き保有

する必要のあるものを除く。

（２）許認可等

　　　本件事業に関する許可、認可、承認、登録及び届出等のうち、法令上承継可能なもの。ただし、甲及び乙間で

別途合意する、甲が引き続き保有する必要のあるものを除く。

以上

 

 

EDINET提出書類

株式会社テーオー小笠原(E03169)

訂正臨時報告書

 9/19



　b）当社と株式会社テーオーデパートとの吸収分割契約の内容

 

吸収分割契約書

 

株式会社テーオー小笠原（以下「甲」という。）と株式会社テーオーデパート（以下「乙」という。）は、甲がそ

の百貨店事業（以下「本件事業」という。）に関して有する権利義務を乙に承継させる吸収分割（以下「本件分割」

という。）に関し、次のとおり吸収分割契約（以下「本契約」という。）を締結する。

 

第１条（吸収分割）

甲は、本契約に定めるところに従い、吸収分割の方法により、甲が本件事業に関して有する権利義務を乙に承継さ

せ、乙はこれを承継する。

 

第２条（当事者の商号及び住所）

本件分割にかかる、吸収分割会社と吸収分割承継会社の商号及び住所は次のとおりである。

（甲）吸収分割会社

　　　　商号：株式会社テーオー小笠原

　　　　住所：北海道函館市港町３丁目１８番１５号

（乙）吸収分割承継会社

　　　　商号：株式会社テーオーデパート

　　　　住所：北海道函館市梁川町１０番２５号

 

第３条（承継する権利義務等）

１　本件分割により甲から乙に承継する資産、負債、雇用契約その他の権利義務（以下「本承継対象権利義務」と

いう。）は、別紙「承継権利義務明細」記載のとおりとする。

２　前項の規定による甲から乙への債務の承継については、すべて重畳的債務引受の方法によるものとする。ただ

し、この場合における甲乙間の最終的な債務の負担者は乙とし、当該承継する債務について、甲が履行その他の

負担をしたときは、甲は乙に対しその負担の全額について請求することができるものとする。

 

第４条（効力発生日）

本件分割がその効力を生ずる日（以下「効力発生日」という。）は、平成２９年６月１日とする。ただし、手続進

行上の必要性その他の事由により必要な場合は、甲及び乙協議の上、これを変更することができる。

 

第５条（本件分割に際して交付する金銭等）

乙は、本件分割に際して、乙の普通株式１株を発行し、そのすべてを甲に対して交付する。

 

第６条（乙の資本金及び準備金等の額）

本件分割により、乙の資本金、資本準備金及び利益準備金の額は増加しないものとする。

 

第７条（吸収分割契約承認株主総会）

１　甲は、会社法第７８４条第２項に基づく簡易吸収分割の方法により、本契約につき同法第７８３条第１項に定

める株主総会の承認を受けずに本件分割を行うものとする。

２　乙は、効力発生日の前日までに、株主総会を開催し、本契約の承認及び本件分割に必要な事項の決議を求める

ものとする。

 

第８条（競業避止義務）

甲は、効力発生日後も、本件事業について、競業避止義務を一切負わないものとする。
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第９条（会社財産の管理等）

甲及び乙は、本契約締結後効力発生日に至るまで、善良なる管理者としての注意をもってそれぞれの業務の執行及

び財産の管理運営を行い、その財産及び権利義務に重大な影響を及ぼす行為を行う場合には、予め甲及び乙協議の

上、これを行うものとする。

 

第１０条（本契約の条件変更及び解除）

本契約締結後効力発生日に至るまでの間において、天災地変その他の事由により、甲又は乙の資産状態又は経営状

態に重大な変動が生じた場合若しくは法令に定める関係諸官庁等の承認が得られなかった場合その他本件分割の実行

に重大な支障となる事態が生じた場合又は本件分割の目的の達成が著しく困難となった場合には、甲及び乙協議の

上、本件分割の条件を変更し、又は本契約を解除することができる。

 

第１１条（その他）

本契約に定める事項のほか、本契約に定めのない事項その他本件分割に関し必要な事項については、本契約の趣旨

に従い、甲及び乙協議の上、これを決定するものとする。

 

本契約締結の証として本書を２通作成し、甲乙記名押印の上，各１通を保有する。

 

平成29年４月14日

甲：住　　　所　北海道函館市港町３丁目１８番１５号

　　　　　　　　　　　　　会　社　名　株式会社テーオー小笠原

　　　　　　　　　　　　　代表取締役　小笠原　康正　㊞

 

乙：住　　　所　北海道函館市梁川町１０番２５号

　　　　　　　　　　　　　会　社　名　株式会社テーオーデパート

　　　　　　　　　　　　　代表取締役　和泉　日路志　㊞
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（別紙）

承継権利義務明細表

 

乙は、本件分割により、甲の本件事業に属する次に記載する資産、負債、契約その他の権利義務を甲から承継す

る。なお、承継する権利義務のうち資産及び負債については、甲の平成２８年５月３１日現在の貸借対照表その他同

日現在の計算を基礎とし、これに本件分割の効力発生日前日までの増減を加除した上で確定する。

 

１．承継する資産

（１）流動資産

本件分割の効力発生日において本件事業に属する現金及び預金、受取手形、甲及び乙間で別途合意する売掛

金、棚卸資産、その他流動資産のうち、甲から乙への承継が法令上可能であるもの。ただし、甲及び乙間で別途

合意するもの及び「４．承継するその他の権利義務等」に掲げられている承継対象外とされている契約に関する

ものを除く。

（２）固定資産

本件分割の効力発生日において本件事業に属する車両運搬具、工具器具備品、リース資産、投資、その他固定

資産のうち、甲から乙への承継が法令上可能であるもの。ただし、甲及び乙間で別途合意するもの並びに「４．

承継するその他の権利義務等」に掲げられている承継対象外とされている契約に関するものを除く。

 

２．承継する負債

（１）流動負債

本件分割の効力発生日において本件事業に属する甲及び乙間で別途合意する支払手形、買掛金、未払金、未払

費用、リース債務、その他流動負債のうち、甲から乙への承継が法令上可能であるもの。ただし、甲及び乙間で

別途合意するもの並びに「４．承継するその他の権利義務等」に掲げられている承継対象外とされている契約に

関するものを除く。

（２）固定負債

本件分割の効力発生日において本件事業に属する退職給付引当金、役員退職慰労引当金、長期未払金、長期

リース債務、その他固定負債のうち、甲から乙への承継が法令上可能であるもの。ただし、甲及び乙間で別途合

意するもの並びに「４．承継するその他の権利義務等」に掲げられている承継対象外とされている契約に関する

ものを除く。

３．承継する雇用契約等

（１）雇用契約

本件分割の効力発生日において本件事業に属するすべての従業員（契約社員等を含む）との間の雇用契約上の

地位及びこれらの契約に基づき発生した一切の権利義務。

（２）労使協定

本件分割の効力発生の直前において甲が本件事業に属するすべての従業員の代表との間で締結している労使協

定のうち同代表との間で承継対象として別途合意したもの。

４．承継するその他の権利義務等

（１）雇用契約以外の契約

本件事業に関して甲が締結した売買契約、取引基本契約、業務委託契約、請負契約、賃貸借契約、リース契約

その他本件事業に関する一切の契約に係る契約上の地位及びこれら契約に基づき発生した一切の権利義務。ただ

し、法令上承継が認められないもの、契約上承継できないもの、許認可等の再取得が必要なもののうち本件分割

の効力発生日までに必要な対応が完了できなかったもの、並びに甲及び乙間で別途合意する、甲が引き続き保有

する必要のあるものを除く。

（２）許認可等

本件事業に関する許可、認可、承認、登録及び届出等のうち、法令上承継可能なもの。ただし、甲及び乙間で

別途合意する、甲が引き続き保有する必要のあるものを除く。

以上
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　c）当社と株式会社テーオーリテイリングとの吸収分割契約の内容

 

吸収分割契約書

 

株式会社テーオー小笠原（以下「甲」という。）と株式会社テーオーリテイリング（以下「乙」という。）は、甲

がそのホームセンター事業（以下「本件事業」という。）に関して有する権利義務を乙に承継させる吸収分割（以下

「本件分割」という。）に関し、次のとおり吸収分割契約（以下「本契約」という。）を締結する。

 

第１条（吸収分割）

甲は、本契約に定めるところに従い、吸収分割の方法により、甲が本件事業に関して有する権利義務を乙に承継さ

せ、乙はこれを承継する。

 

第２条（当事者の商号及び住所）

本件分割にかかる、吸収分割会社と吸収分割承継会社の商号及び住所は次のとおりである。

（甲）吸収分割会社

　　　　商号：株式会社テーオー小笠原

　　　　住所：北海道函館市港町３丁目１８番１５号

（乙）吸収分割承継会社

　　　　商号：株式会社テーオーリテイリング

　　　　住所：北海道函館市西桔梗町５８９番地１２４

 

第３条（承継する権利義務等）

１　本件分割により甲から乙に承継する資産、負債、雇用契約その他の権利義務（以下「本承継対象権利義務」と

いう。）は、別紙「承継権利義務明細」記載のとおりとする。

２　前項の規定による甲から乙への債務の承継については、すべて重畳的債務引受の方法によるものとする。ただ

し、この場合における甲乙間の最終的な債務の負担者は乙とし、当該承継する債務について、甲が履行その他の

負担をしたときは、甲は乙に対しその負担の全額について請求することができるものとする。

 

第４条（効力発生日）

本件分割がその効力を生ずる日（以下「効力発生日」という。）は、平成２９年６月１日とする。ただし、手続進

行上の必要性その他の事由により必要な場合は、甲及び乙協議の上、これを変更することができる。

 

第５条（本件分割に際して交付する金銭等）

乙は、本件分割に際して、乙の普通株式１株を発行し、そのすべてを甲に対して交付する。

 

第６条（乙の資本金及び準備金等の額）

本件分割により、乙の資本金、資本準備金及び利益準備金の額は増加しないものとする。

 

第７条（吸収分割契約承認株主総会）

１　甲は、会社法第７８４条第２項に基づく簡易吸収分割の方法により、本契約につき同法第７８３条第１項に定

める株主総会の承認を受けずに本件分割を行うものとする。

２　乙は、効力発生日の前日までに、株主総会を開催し、本契約の承認及び本件分割に必要な事項の決議を求める

ものとする。

 

第８条（競業避止義務）

甲は、効力発生日後も、本件事業について、競業避止義務を一切負わないものとする。
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第９条（会社財産の管理等）

甲及び乙は、本契約締結後効力発生日に至るまで、善良なる管理者としての注意をもってそれぞれの業務の執行及

び財産の管理運営を行い、その財産及び権利義務に重大な影響を及ぼす行為を行う場合には、予め甲及び乙協議の

上、これを行うものとする。

 

第１０条（本契約の条件変更及び解除）

本契約締結後効力発生日に至るまでの間において、天災地変その他の事由により、甲又は乙の資産状態又は経営状

態に重大な変動が生じた場合若しくは法令に定める関係諸官庁等の承認が得られなかった場合その他本件分割の実行

に重大な支障となる事態が生じた場合又は本件分割の目的の達成が著しく困難となった場合には、甲及び乙協議の

上、本件分割の条件を変更し、又は本契約を解除することができる。

 

第１１条（その他）

本契約に定める事項のほか、本契約に定めのない事項その他本件分割に関し必要な事項については、本契約の趣旨

に従い、甲及び乙協議の上、これを決定するものとする。

 

本契約締結の証として本書を２通作成し、甲乙記名押印の上，各１通を保有する。

 

平成29年４月14日

甲：住　　　所　北海道函館市港町３丁目１８番１５号

　　　　　　　　　　　　　会　社　名　株式会社テーオー小笠原

　　　　　　　　　　　　　代表取締役　小笠原　康正　㊞

 

乙：住　　　所　北海道函館市西桔梗町５８９番地１２４

　　　　　　　　　　　　　会　社　名　株式会社テーオーリテイリング

　　　　　　　　　　　　　代表取締役　西谷　英樹　㊞

 

EDINET提出書類

株式会社テーオー小笠原(E03169)

訂正臨時報告書

14/19



（別紙）

承継権利義務明細表

 

乙は、本件分割により、甲の本件事業に属する次に記載する資産、負債、契約その他の権利義務を甲から承継す

る。なお、承継する権利義務のうち資産及び負債については、甲の平成２８年５月３１日現在の貸借対照表その他同

日現在の計算を基礎とし、これに本件分割の効力発生日前日までの増減を加除した上で確定する。

 

１．承継する資産

（１）流動資産

本件分割の効力発生日において本件事業に属する現金及び預金、受取手形、甲及び乙間で別途合意する売掛

金、棚卸資産、その他流動資産のうち、甲から乙への承継が法令上可能であるもの。ただし、甲及び乙間で別途

合意するもの及び「４．承継するその他の権利義務等」に掲げられている承継対象外とされている契約に関する

ものを除く。

（２）固定資産

本件分割の効力発生日において本件事業に属する車両運搬具、工具器具備品、リース資産、投資、その他固定

資産のうち、甲から乙への承継が法令上可能であるもの。ただし、甲及び乙間で別途合意するもの並びに「４．

承継するその他の権利義務等」に掲げられている承継対象外とされている契約に関するものを除く。

２．承継する負債

（１）流動負債

本件分割の効力発生日において本件事業に属する甲及び乙間で別途合意する支払手形、買掛金、未払金、未払

費用、リース債務、その他流動負債のうち、甲から乙への承継が法令上可能であるもの。ただし、甲及び乙間で

別途合意するもの並びに「４．承継するその他の権利義務等」に掲げられている承継対象外とされている契約に

関するものを除く。

（２）固定負債

本件分割の効力発生日において本件事業に属する退職給付引当金、役員退職慰労引当金、長期未払金、長期

リース債務、その他固定負債のうち、甲から乙への承継が法令上可能であるもの。ただし、甲及び乙間で別途合

意するもの並びに「４．承継するその他の権利義務等」に掲げられている承継対象外とされている契約に関する

ものを除く。

３．承継する雇用契約等

（１）雇用契約

本件分割の効力発生日において本件事業に属するすべての従業員（契約社員等を含む）との間の雇用契約上の

地位及びこれらの契約に基づき発生した一切の権利義務。

（２）労使協定

本件分割の効力発生の直前において甲が本件事業に属するすべての従業員の代表との間で締結している労使協

定のうち同代表との間で承継対象として別途合意したもの。

４．承継するその他の権利義務等

（１）雇用契約以外の契約

本件事業に関して甲が締結した売買契約、取引基本契約、業務委託契約、請負契約、賃貸借契約、リース契約

その他本件事業に関する一切の契約に係る契約上の地位及びこれら契約に基づき発生した一切の権利義務。ただ

し、法令上承継が認められないもの、契約上承継できないもの、許認可等の再取得が必要なもののうち本件分割

の効力発生日までに必要な対応が完了できなかったもの、並びに甲及び乙間で別途合意する、甲が引き続き保有

する必要のあるものを除く。

（２）許認可等

本件事業に関する許可、認可、承認、登録及び届出等のうち、法令上承継可能なもの。ただし、甲及び乙間で

別途合意する、甲が引き続き保有する必要のあるものを除く。

以上
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　d）当社と株式会社テーオー総合サービスとの吸収分割契約の内容

 

吸収分割契約書

 

株式会社テーオー小笠原（以下「甲」という。）と株式会社テーオー総合サービス（以下「乙」という。）は、甲

がその介護保険施設等ケアサービス事業および健康増進施設運営事業（以下「本件事業」という。）に関して有する

権利義務を乙に承継させる吸収分割（以下「本件分割」という。）に関し、次のとおり吸収分割契約（以下「本契

約」という。）を締結する。

 

第１条（吸収分割）

甲は、本契約に定めるところに従い、吸収分割の方法により、甲が本件事業に関して有する権利義務を乙に承継さ

せ、乙はこれを承継する。

 

第２条（当事者の商号及び住所）

本件分割にかかる、吸収分割会社と吸収分割承継会社の商号及び住所は次のとおりである。

（甲）吸収分割会社

　　　　商号：株式会社テーオー小笠原

　　　　住所：北海道函館市港町３丁目１８番１５号

（乙）吸収分割承継会社

　　　　商号：株式会社テーオー総合サービス

　　　　住所：北海道函館市港町１丁目１７番８号

 

第３条（承継する権利義務等）

１　本件分割により甲から乙に承継する資産、負債、雇用契約その他の権利義務（以下「本承継対象権利義務」と

いう。）は、別紙「承継権利義務明細」記載のとおりとする。

２　前項の規定による甲から乙への債務の承継については、すべて重畳的債務引受の方法によるものとする。ただ

し、この場合における甲乙間の最終的な債務の負担者は乙とし、当該承継する債務について、甲が履行その他の

負担をしたときは、甲は乙に対しその負担の全額について請求することができるものとする。

 

第４条（効力発生日）

本件分割がその効力を生ずる日（以下「効力発生日」という。）は、平成２９年６月１日とする。ただし、手続進

行上の必要性その他の事由により必要な場合は、甲及び乙協議の上、これを変更することができる。

 

第５条（本件分割に際して交付する金銭等）

乙は、本件分割に際して、乙の普通株式１株を発行し、そのすべてを甲に対して交付する。

 

第６条（乙の資本金及び準備金等の額）

本件分割により、乙の資本金、資本準備金及び利益準備金の額は増加しないものとする。

 

第７条（吸収分割契約承認株主総会）

１　甲は、会社法第７８４条第２項に基づく簡易吸収分割の方法により、本契約につき同法第７８３条第１項に定

める株主総会の承認を受けずに本件分割を行うものとする。

２　乙は、効力発生日の前日までに、株主総会を開催し、本契約の承認及び本件分割に必要な事項の決議を求める

ものとする。

 

第８条（競業避止義務）

甲は、効力発生日後も、本件事業について、競業避止義務を一切負わないものとする。
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第９条（会社財産の管理等）

甲及び乙は、本契約締結後効力発生日に至るまで、善良なる管理者としての注意をもってそれぞれの業務の執行及

び財産の管理運営を行い、その財産及び権利義務に重大な影響を及ぼす行為を行う場合には、予め甲及び乙協議の

上、これを行うものとする。

 

第１０条（本契約の条件変更及び解除）

本契約締結後効力発生日に至るまでの間において、天災地変その他の事由により、甲又は乙の資産状態又は経営状

態に重大な変動が生じた場合若しくは法令に定める関係諸官庁等の承認が得られなかった場合その他本件分割の実行

に重大な支障となる事態が生じた場合又は本件分割の目的の達成が著しく困難となった場合には、甲及び乙協議の

上、本件分割の条件を変更し、又は本契約を解除することができる。

 

第１１条（その他）

本契約に定める事項のほか、本契約に定めのない事項その他本件分割に関し必要な事項については、本契約の趣旨

に従い、甲及び乙協議の上、これを決定するものとする。

 

本契約締結の証として本書を２通作成し、甲乙記名押印の上，各１通を保有する。

 

平成29年４月14日

甲：住　　　所　北海道函館市港町３丁目１８番１５号

　　　　　　　　　　　　　会　社　名　株式会社テーオー小笠原

　　　　　　　　　　　　　代表取締役　小笠原　康正　㊞

 

乙：住　　　所　北海道函館市港町１丁目１７番８号

　　　　　　　　　　　　　会　社　名　株式会社テーオー総合サービス

　　　　　　　　　　　　　代表取締役　松本　清和　㊞

 

EDINET提出書類

株式会社テーオー小笠原(E03169)

訂正臨時報告書

17/19



（別紙）

承継権利義務明細表

 

乙は、本件分割により、甲の本件事業に属する次に記載する資産、負債、契約その他の権利義務を甲から承継す

る。なお、承継する権利義務のうち資産及び負債については、甲の平成２８年５月３１日現在の貸借対照表その他同

日現在の計算を基礎とし、これに本件分割の効力発生日前日までの増減を加除した上で確定する。

 

１．承継する資産

（１）流動資産

本件分割の効力発生日において本件事業に属する現金及び預金、受取手形、甲及び乙間で別途合意する売掛

金、棚卸資産、その他流動資産のうち、甲から乙への承継が法令上可能であるもの。ただし、甲及び乙間で別途

合意するもの及び「４．承継するその他の権利義務等」に掲げられている承継対象外とされている契約に関する

ものを除く。

（２）固定資産

本件分割の効力発生日において本件事業に属する車両運搬具、工具器具備品、リース資産、投資、その他固定

資産のうち、甲から乙への承継が法令上可能であるもの。ただし、甲及び乙間で別途合意するもの並びに「４．

承継するその他の権利義務等」に掲げられている承継対象外とされている契約に関するものを除く。

２．承継する負債

（１）流動負債

本件分割の効力発生日において本件事業に属する甲及び乙間で別途合意する支払手形、買掛金、未払金、未払

費用、リース債務、その他流動負債のうち、甲から乙への承継が法令上可能であるもの。ただし、甲及び乙間で

別途合意するもの並びに「４．承継するその他の権利義務等」に掲げられている承継対象外とされている契約に

関するものを除く。

（２）固定負債

本件分割の効力発生日において本件事業に属する退職給付引当金、役員退職慰労引当金、長期未払金、長期

リース債務、その他固定負債のうち、甲から乙への承継が法令上可能であるもの。ただし、甲及び乙間で別途合

意するもの並びに「４．承継するその他の権利義務等」に掲げられている承継対象外とされている契約に関する

ものを除く。

３．承継する雇用契約等

（１）雇用契約

本件分割の効力発生の直前において甲が本件事業に属するすべての従業員の代表との間で締結している労使協

定のうち同代表との間で承継対象として別途合意したもの。

（２）労使協定

本件分割の効力発生の直前において甲が本件事業に属するすべての従業員の代表との間で締結している労働協

約のうち同代表との間で承継対象として別途合意したもの。

４．承継するその他の権利義務等

（１）雇用契約以外の契約

本件事業に関して甲が締結した売買契約、取引基本契約、業務委託契約、請負契約、賃貸借契約、リース契約

その他本件事業に関する一切の契約に係る契約上の地位及びこれら契約に基づき発生した一切の権利義務。ただ

し、法令上承継が認められないもの、契約上承継できないもの、許認可等の再取得が必要なもののうち本件分割

の効力発生日までに必要な対応が完了できなかったもの、並びに甲及び乙間で別途合意する、甲が引き続き保有

する必要のあるものを除く。

（２）許認可等

本件事業に関する許可、認可、承認、登録及び届出等のうち、法令上承継可能なもの。ただし、甲及び乙間で

別途合意する、甲が引き続き保有する必要のあるものを除く。

以上
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(4)吸収分割に係る割当ての内容の算定根拠

　吸収分割承継会社である株式会社テーオーフォレスト、株式会社テーオーデパート、株式会社テーオーリテイ

リング及び株式会社テーオー総合サービスは、いずれも当社の100％子会社であり、本件吸収分割に際して吸収

分割承継会社が新たに発行する株式の全部を当社に交付するため、吸収分割承継会社と協議の上、割当株式数を

決定いたしました。

 

(5)吸収分割の後の吸収分割承継会社となる会社の商号、本店の所在地、代表者の氏名、資本金の額、純資産の

額、総資産の額及び事業の内容

商号 株式会社テーオーフォレスト

本店の所在地 北海道函館市中島町38番８号

代表者の氏名 代表取締役　福岡　孝夫

資本金の額 100百万円

純資産の額 1,602百万円（注）

総資産の額 4,299百万円（注）

事業の内容 木材事業、住宅事業

 

商号 株式会社テーオーデパート

本店の所在地 北海道函館市梁川町10番25号

代表者の氏名 代表取締役　和泉　日路志

資本金の額 100百万円

純資産の額 1,935百万円（注）

総資産の額 2,578百万円（注）

事業の内容 流通事業（百貨店事業）

 

商号 株式会社テーオーリテイリング

本店の所在地 北海道函館市西桔梗町589番地124

代表者の氏名 代表取締役　西谷　英樹

資本金の額 100百万円

純資産の額 278百万円（注）

総資産の額 2,761百万円（注）

事業の内容 流通事業（ホームセンター事業）

 

商号 株式会社テーオー総合サービス

本店の所在地 北海道函館市港町１丁目17番８号

代表者の氏名 代表取締役　松本　清和

資本金の額 50百万円

純資産の額 211百万円（注）

総資産の額 483百万円（注）

事業の内容

損害保険代理業、生命保険の募集に関する業務、事務用品、オフィス用品の販

売業、自動車リース業務・割賦販売業務、駐車場の経営、介護保険施設等ケア

サービス事業、健康増進施設運営事業

 

（注）上記純資産及び総資産の額は、平成28年５月31日現在の貸借対照表を基準に算出したものであり、実際

の額と異なる可能性があります。

 

以上
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